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1。熱 エ ネル ギ ー中 性予 の描 獲 斷 面樮1(25)2.Ace重 ・1・lehy・16とnhyl1mmi・ 】eの 混 介 物 の 高温 光 分 解

(26)3.芳 香 族炭 化 永}障に よ る光 尋ケ感 及び 螢 光(26)4・ 各 稲溶 媒 に於 畳ナる沃 化 ニ チ ルの 光 分解(27)

5.染 料 に よ る彎 感 光化 墨 鹸 化 反應 の貴 子 生成1β(27)G・ 抽ym・Din、 。thylhy囓lm加eとNOの 混 合 ガ

ス の爆 發(2S)7・ 水lloで のBenzεneDi簸 ・ni・lmの 分解 の動 力學(29)S・ 二 酸 化 炭 素 の遐 元 〔29)

9.不 均 一愚 程へ の 絶對 反 厳 蓮度 理 論 め蹉 川q)氣 懺 の吸 着 と鹿篇(30)ユ0.シ リか ゲル に ょ る濘 液 内

吸 着 に尉 す る水嚢 織 合 詭 の感 川(31)1L油 一水 界 面現 象 〔D分 于複 合盤 の形 成 と油 一 水乳 濁 質 の 安

定 度(:毘)12.泊 一 水 界 面現 象 〔豆〕ホ ー 汕乳 濁 質 の 璽k戌(33)13。 岡瓶 表 面rに形戌 せ られ た る膜

のX線 及 び 光 學 的性 質(3・ り14・ 燐酸 酌 子ll・の金 嵐 イオ ンの 験 態 に協 ナ る礁 氣 的 諺 明(3の

日 本 物 理 他1學 研 兜 會 刊 行

京都帝國大學理學部物理化學研究室内
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月.刊 自 然 科 學 雜 誌

科 ,

.學
編 輯

安藤蜜太郎 剛n武 松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹

柴田雄次 橋田郭彦 坪井誠太郎 仁科芳雄 圭任石原 純

自.然科學の進展 目ざましく、.學界の活躍釜 盛々 んならん とする時,筍 も

之に心を寄する人 々は 自然科學全般の不斯の構勢 を知 るべき何等かの機關
コ

を必 要 と す るで あ ら う.

本 誌 は 英 のNnture,米 のScience,沸 のRe、 ・ueg6nelr41e,ヨ 蜀の1'atur一

唖ssensc圓[en等 と使 命 を同.じ うす る もの で あ つ て 發 刊 以 來10.年 の 歳 月 を

閲 し,茲 に全 く我 國 唯 一 の 一 般 自然科 擧 雑 誌 と して の 内 容,體 裁.槽 威 を

具 ふ るに到 つ た,學 徒 諸 士 は 本 誌 に よつ て 初 めて 各 自 に 必 要 な る親 野 を得

られ るで あ ら う.

し

5月 爺 内 容

卷 頭

審 書

マ,レチ ネ・・ トの`協 致 斟 替:,'こ つ い て(矢 島 職 利 〉.大 海1ト の 風浪 とウ ネ リに

つ い て(H高 孝 次).噴lll岩 に於 け る 自然 殘 留磁 氣 及び 熱殘 留確 氣(永 口1武}.

、1940.軍7,II2日 の三 宅 島 の墳 火 に伜 へ こ地 磁 氣 の變 化 に つ い て(加 醸 愛 雌)・

自然 界 の立 盟 緲 奴 第2報)〔 」,野謹 五郎).雲 舳 ζつ い て ω 禪 一夫 ・粥 多一
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C謎【penに1教 授 遘 く(鈴 木 演 冶)・

論 述

石,11蜘 繭:温 度峰.件 に關 す る 地理 衞生學 的 研 究 σ1}

小 泉 治 堆 畧 高 邁波 電 氣 損 勤 の 診斷 轡學 へ の應 用

學 界展 望

朦 原 彰 夫;水 耕 法 研 究 とその 發 竪

科 墨 雜纂 ・

高 構 基 生=沙 漠 に對 す る植 物 生 騨 的 見解`内 輩 乾熾 地 帶 罰 査報 告D(り

研 究 室 概觀

東 京 帝 國 火墨 理 學 部櫨 物 學 教室 の 潰革 概 婆(D(小 倉 ・苫鞍冫
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定 α50餓`遘 料L6錢)電 話 九 段(弓3}「 靉o亅87

4=垂昌分(5曾 刊期 共7册)¥3.40,】 年 分(jE干1!號丿昏14.厨}¥6.SO振 替 口.座 東京26240



..一i

物 理 化 学 の進 歩Vol.15nNo.1(1941)i.

し

改

訂

215
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化 學
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昭和入年發行の揖訂第五版化學語彙は三年を出でずして翼り盤され昭和十一年末には更に版を新にするの餘儀

なきに至つた。是に於て本會は二十畭名よりなる化學語蜘 婁員を纏織し、委員は今武新訂の方針として之を誤

簡訂正の如き姑息なる處置に止めず、臨 蟻全語彙の再檢討を行ひ、楓本的の新歳として之を江湖に問はんとした。

爾來滿ニケ年間全員殆んど斬醤を編むの努力を以て事に從ひ鉉に漸く本改訂版上梓の邏びとなつた。

紫と本書の發刊は共因頡る齧く嬬めに現今本邦學會に行はれつ玉ある化學衛鰆邦鐸の大部分に其範を本語彙

に採つたものであることは既に天下周知の事賞であるが、今日の改訂に瞭しではその探錐譯語にして糶 く學

會に行はるL繍 語ど馳背するもの、及び新採の術語の邦譯に就ては委員間の愼重審譲によつて最も{礑なりと詔め

らる、ものを採無した。又今囘厭和之部の配列法を改め英雕 及び和の何れよりもの檢嚢を更に明確ならしめた。

是を以て本書の内留ま釜 完々璧を示すに至つたo凡そ化學に闘係ある大方諸彦の必携書と.して其の一本を座右に

備へられんことを敢てお臨めするo

日 本 化 畢 會
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本誌ば吾國に於ける物理fヒ學の研究を廣 くII堺に紹介する目的 を以て之 を發

費 し 且つ各國の著名なる大學,研 究所,學者に頒布すGOOO部 發行)。 本誌の内

容は,原 報及び抄録の二に分れ,原 報はL物理化學の進歩「掲蔵論文を集め,抄 録

は吾國に於ける物理化學關係の報文全部に對 し,そ の英文抄録を網羅せるもの

な り。
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